
大学新入生における適応状況と適応過程(s[)* 

う灘応の変容と開化の諸相一一

錦織管理センタ}議結

豊 立
浪

保撞管理センタ}非常勤購師 教養部

清 俊 夫 芳 野 靖 男

自次

I 問題

1. 本プロジェグトの話的と

2. 人格適応の評定を巡る鰭開題

3. 本報告の間的と方法拘東的根界

E 方法・手続

E 結果・考察

1. 4月時点における澗応、状況の変容

1-(1) フォいマノレな環境の人格溜応、と全体的な人格適応、の貯転現象をめぐって

ト(2) 畠我関与的活動の変饗をめぐって

2. 7月時点における適応状況の変容

2-(工) フォ}マノレな環境の人格適a、における需化現象をめぐって
とインフオ}マノレな領域での灘主主的変容をめぐって

3. 2月

3-(1) フォ}マノレな環境の人格適応、における需化現象をめぐって

3-(2) 全体的な人格適応、の好転現象とインフオ}マ/レな額域での適応、的変事をめぐって

4. 適応過程の変容

4-(1) 溜応、状況の年度内推移をめぐって

4-(2) 同化現象と社余イヒ

4-(3) r生き方，人生指針J と進路展望をめぐって

lV総揺

* 本研究は弘能大学教育学部構後矢場教護・教養部芳野講男助教授との共間によるプロジェグトの一部であ
る。また，本犠の援饗の一部は，東北む理学会33・34大会，第13罰金器学生棺験研究協議会シンポジウム，

S本心理学会44大会において共関あるいは単独で発表した。
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間賠

1. 本プロジェクトの自的と基本的概念

本新究は， ]977年(賠和52年度〉以来展開されてきた調査研究プロジェクト.r大学生の適応、状

況と遣部過程の基礎的研究」の一部をなしている。 このプロジ zクトの究擾的毘擦は r大学生の

大学生活における適応Jの状態を社余心理学的水準で継時的に抱えることによって， φある持点

tx広おける遺耳、(非選応〉の状況を tx現在において規定する要関及び機制jと， @txでの適応、状

況 S-mが異なる時点 tx刊での適応、状況 S叩m に婦結する過程〈適応過積〉を規定する要菌及び機

制を探り〈額 l器開)，あわせて，①広く大学生の適誌を巡る仮説を提出して，後続の仮説検証的

プロジェクトに51き継いでいくことにおかれた。この究掻的罰標φ~①は既に f大学新入生におけ

る適応、状況と適応過程』の第 1報・第2報〈豊嶋・清・芳野， 1979， 1980)で中関報告を行なって

きている。。

かかる自標に付随して，@昭和54年震に予定されていた大学受験を巡る文化の変動， 醐立大学

入試制度の改訂に平行して，大学生の意識がどのように変化し，変化し設いのかを探索する事が二

次的自的として設定されたa 本論は，このプロジェクトのご次的密的に対定、する研究であるが，そ

れに立入る蔀に，我々の立場と理論枠組にふれながら，とれまで必ずしも明確にして来なかった若

干の方法的・理論的関胞を述べ，それとの関連で，今回の報告の位盤と眼界を明らかにしておく。

「大学生の遺志、Jを研究対象とするに際して， 我々は，伊jえば， 精神器学や臨床心理学といった

技謂学2)の視点や，社会開探を捨象して自我と吉日の関係や自己畿に犠産を掻える個人心理学的立

場広拠るのではなく，中間接近による社会心理学的立場氏立つ。ここでの適応概念は一次的には，

人格とその所麗・準拠する社会的・文化的環境〈他者~集毘~社会体系，及びその規範~文化，

ち社会的関保と価値の関係として把えられた社会的場臨〉との間の機能関連に関わる概念であり，

二次的には，その関連性託宣る過程を指す概念でもあるa そして我々は，人格と社余〈文化〉との

機能関連広おいて一方が他方の機能体観を支え，促進的影響をともつか，それとも抑制的選手響をもっ

かを適応、一非漉応の分化規準として採用してきた。これを社会学的に換言すれば，一方の他方に

対する顕・潜在的j稿「機能Jeufunction的関連を適応、，逆「機能Jdysfunction的関連を非漉

maladjustment と定載することになるヘ従って r大学生の璃応、〈非適昆~)Jを問題tとする場合，

学生が大学生という役割意識をと拭って関与する，行動空関としての大学内外諸社会文化環境・場面

の主観的・客観的な構造分化の数に応じて，複数の「適応の状況」がえられることになる。これを

図工をモヂ/レに具体的に述べれば次の通りである。伊jえば，客観的な告IJ度組織枠としての「グラスJ

を社会環境 E-mにとれば，被の主観的生活空間構造の中に「クラス」との関わりの重畳拡おいて

分化・盟定されていく，生活空間構造内「グラスJ関連領域や，あるいは rあなたにとって学科

とは?J といった設問に出会うことを通して生活空間構造内広一過的に析出される「グラスJ関連

領域4)が R-滋であり， E-mと哀惜の機能関連， (あるいはま-mの人語全体に対する関連註〉を
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t :時間 R:生活空間領域 E:社会・文化環境〈ーーー機能関連 '""'=""t規定関係
S:適応状況 (行動空間) ー+を示す干ーを示す

図1. 適応状況の諸要因連聞の模式図

適応状況 S-mとして把えることが可能になる。そして， S-mと他の社会的環境 S一面との聞の規

定関係を解明することが前節で述べた究極的目標①を， tx+nにおける S-m'と， txにおける S-m.m

の規定関係を解明することが究極的目標②を夫々意味することになる。

きて，かかる適応状況は，人格が社会・文化環境に対してもつ意味の局面と，社会(文化〉環境

が人格に対してもつ意味の局面として二方向的に把えられ 我々は前者を人格の社会(非〉適応，

後者を社会の人格(非〉適応と呼んできた。そしてこのプロジェクトの標的を一貫して大学内・外

の社会・文化環境の人格適応の側面におき，人格の大学への適応を正面から取り上げるのを避けて

きたのは次の理由による。先ず第 1に，社会(非〉適応、の測定の要件として我々が考えている当該

社会・文化環境の基本的な客観的価値規準が，大学生の出会う大学内・外の社会環境については極

めて不鮮明なことであるo 論をフォーマノレな大学組織に限ってさえも「新入生」が所属する教養課

程というフォ」マノレな組織が職業教育や研究スキノレ教育の直接の場で、はなく， しかも教養課程にお

いては大学組織におけるフェーマノレな裁定・統制エージェントとしての教師と学生との面対面的な

日常的接触が極めて稀簿である事情によって，単位~試験に関する諸規範以外の顕・潜在的規範体

系を見出しにくいのであるo つまり大学生の社会(非〉適応の測定は事実上極めて限定されざるを得

ない。第 2 は，大学組織を自由意志による参入と参入者の非強制的コントロ ~Jレによって特徴づけ

られるサ」ピス組織 (Hoy1968，南他， 1977) と規定すれば，そのクライエントたる学生が大学

組織のフォーマノレ・インフォ」マノレな諸機能によっていかなるサービスを享受し， していないの

か，裁定・統制に直面する前に大学生活をいかに意味づけているのか， といった人格(非〉適応の

側面を先ず解明することがサ」ピス提供側にとって不可欠であるという積極的実践的理由である。

2. 人格適応の評定を巡る諸問題

前節で人格(非〉適応、を社会が人格の機能体制を支えるか否かに関わると規定したが，この「人

格適応」に具体的に接近するに当ってはその評(測〉定の規準・指標を明らかにする必要がある。
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上述の規定を詳細化すれば，先ず. A.人絡が当該の社余・文仕環境によって，あるいは，人穫の

生活空間構造の中のそれ犯対応する領域において自我支持されるか否か，そして次に. B.全体的

な生活空間構造における当該生活空間領域の位畿と機能が，社会文化環境輔の刺激作用によって維

持されるか変容を被るか， というこ二つの規準をうることができるa ここで問題は，この規準を使用

して人格を評定するに際して，評定主体を設にとるか，具体的指標を何にとるかのニ点に絞ち込ま

れるo

先ず，評 定のありうる主体としては，対象者自身，対象者の関係者，研究者を想定でき

る窃しかし，対象者の捷保者による評定は，その関係に顕・諜在的に機能している「適応」に関す

る舘髄に基く評定であって，それは人格遥誌をでは立く，その人格のその社会関係に対する社会溜

~をしか意味しない。例えば「罵留の人も(対象者が〉うまくいっていると知覚すること J を「外

的な人格選部Jと定義するく詔煩. 1978)のは窪めて漉濁的と言わざるを得ない。要するに関係者

はよる評定は採用すべきでない。そしてく適応〉が心理学的概念である以上，研究者の依拠する心

理学的概念捧成と雛念枠組に基く，研究者認よる評定5)が唯一の正当な評定たりえ，その擦の手掛

りとして，対象者拡とっての当該社余・文化環境の意味の，対象者拡よる評定を使用していくこと

になる窃

評定位擦する以上の一般的構浩の故に，上で提起したくさた活空間領域の位置と機能〉の抱握法一

語の問題を食んでくるa というのは人揺は客観的な環境・袈鵠から相対的に独立して，主体的欲

求・価値に忠じて生活空間を形成し生活空間機迭の領域分化を康鰐させていく以上，生活空間の構

造持は掻めて鋼別的なものとして構成 constructされるからである。従って規準Bを漉用して人格

遥誌を評定しようとすれば，まず儒，8!J的に対象者の生活空間講造枠を義務例研究によって構成し，次

にその各領域が対象者に対してもつ意味〈生活空間饗溜拡おける位重量と機能〉を探るという手法が

必然的であるq 逆に研究者が抱えた眠りでの「客観的」な社金*文化環境の構造枠を最初に設定

し，つぎに各単位構造についての投開の提示によって，それ応対[芯するであろう生活空間領域の一

通約析出を促し最後に対象者の評矩を求める，という手続によって得られるのは，対象者にとっ

て外在的な締結への反応在しか意味しないぺ そこでは，一過的に分化された生活空関領域の持つ

意味は抱えられても，生活控開講造枠の抱強品不可能であるq 賠ち，規準日の適用試事例研究によ

って始めて可能になるs そうでない限り r生活さ担問棲造の研究Jとか「主観的枠組の研究Jと銘

釘つ〈藤井. 1973，帯構. 1980)のは厳密には錯誤広すぎない。かくて護準Aが法当って採用され

る。その擬，人落と社会の動的達額を追求する社会心躍学の立場からは，人格適応の指標として次

の①~窃の蕗我支持(感〉が重要であろう母

当該の社余・文化環境，又は，生活空間領域とむ撲探の人格側からみた丹滑な展開〈感〉。

φ 当該環境・領域全体による 自我文持〈惑〉。具体的には，生きがいj感，充実感Q

@ 当該環境に向けた欲求，あるいは当該領域拡おける欲求の充是，又は充足腰議

告 さき該環境に向けてはいなかった，あるいは，当該領域に法定泣怒れていなかった欲求の当該

環境・領域での充足。

ここで，①丹精な関係展開j惑を，我々は従来「そこでの生活がうまくいっているJ というj鞍椅8)
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?とよって抱えてきた。 しかし rうまくいくJという自書な もしくはJI震謂-不謂惑拭突は

「成功J1誌をも合意している。そして，溜拡の規準・損壊としての は筆者が嘗て指揮した

(豊嶋.1976)ように社会適応の規準・指様であるとすれば rうまくいっているJを人格適応、のト

」タ/レな指標として主張するのは一見混濁的に見える。しかし成功か密かは，対象者の所属・準拠

する主要な社合・文北環境に顕・潜在する成功に関する社会的価値鋭機それ自体による評価ではな

く，その主観的内化とそれを昌標とする成就 achievementもしくは「漉誌への欲求J(戸)11. 1956) 

した昌三評彊の所産であち，突って rうまくいっている;との惑警は主観的な

「人格適応J1較と， 主観的な として再定位できると思

われ，指糠φは，人格適応の正当かつト‘叩剛タ/レな指標で、為ると我々は主殻する。

以上本節では，人格適応の評定をめぐる主ー容の関係構造を分析し，それを踏まえて人格適応の

具体的な指探として重要なものを例示した。

3. 本報告的話的と方法揖束的態界

本プロジ x グト 54年設から共通一次試験の導入と 1 2 と

する国立大学入試制度の大幅な変容がもたらされたが， 缶約はかかる受験「文

イヒ」の変動的後における我々の対象者 (r講義への出席」規準に基く大学への適Jit者〉の人格瑠応

の諸柑の変化を大数的に概観し，次に，対象者における入試制度変絡の影響を探索することにあ

る。この詩的は次の 2つの下位目的から成るo

昌的1 入試制度改言7という文化変動前〈暗和52年産〉と変動後〈昭和54年度〉の大学新入生に

罰的I

と。

し変仕を探ることc

〉崎

、制勝

分析間的 1. 1Iともに基本的に依殺探衆的アプローチになるが. 1Iでは.52年度対象者の全体と

しての…年間の適Jit過程が経験的に一般的なものであろうとの印象をえたので. r54年度新入生も

多くの領域で52年と需様の適応j過程を組る」と仮説され，その検柾も自指されている o 52年度の適

ちでるち 10三上記依税は，これらの領説群(叙説P1""" 5)から構成される。

P-l ブォーマルな諸領域との鵠議は，摂護持の入接選1it謡iま好転し，現新患の昌三Jを受容する過綾が進

行ずるが，講義への適忠感{ま議イとという経還を迫る。詳しくいえば大学・学部の溝足感Jは好議長，転

中(部・科〉志向」も弱まる。所属フド満の理由として当初完全、濃からのνペノレ〆ウンに言及する者は減少す

る。但し「学科溝足感J品不変である。 しかし大学の主機能である講義との関わりは r講識がおもしろ

いJという自我支持惑に菅波的反応を与える者は減少するものの.rついていけるJ及び f出席肢の自白

評倍Jという講義との聞の適応、のニ指標では悪化する。「教官との交流度」は悪化。

P-2 インフォーマんえま領域との関灘{ま， r地域満足感J. r議院族との交流度Jは好転， サークル・友人との関
わりは 7悪から 2}きにかけて本援である。

P-3 生活空間構造む統合E表現としての「生き方・人生指針Jについては，入学寄点における-j訟の確立感が

その後一旦崩れ，ついで蒋議立の遜護が進行し，それに対認して入学後お「人生指針を考える特輯Jの昌

己評価も増大方向に向うし，総括的な非遺志惑の選出として，生活持続や生活ヲズムの乱れをあげる者も

7月から 2月にかけて激減していく。

- 5 



P-4 生活~開講造において相対的に中核部を占め，生活全体における主観的な適応、3記長となる「島裁関与的

活動Jについては，入学最初の展望としては，学業・単怯iこ集中するものの，その後現輿水準で{まサーク

ル・交家間報が擁立ち，学部移籍後の遺産調としては再び学携に集中するとしづ変化が観察される。

P-5 これら鰭領域の全体的な人棲適応、の指様である総括的遮志感 (summarizedadjustment feeling， r善悪

するiここれまでの学生生活はうまくいっていますかJへの反応〉は4月から 7月にかけ悪化し，以後その

水準が維持され，関乙く全体的人搭適応の指標「生容がい・充実感Jでも?汚から 2月!こかけて爵水準で

推移する。逆iこ「今後の全体的滴応の予想Jは明るくなっていく。

しかし，ここで以上の目的の分析を行なう広先立つて，今回の践的遂行を制約する幾つかの方法

持策的限界を指摘せねばならない。その第 1は，我々のプロジェタトの熊点が入学後の人格適応の

諸相の把鑑におかれているために，入学前のインベントである入試をめぐる意識を護接関うてはい

ない事である。従って， ][章で提出する入試制度変蓉の最多饗に関する考察は，叙説の域に醤まる。

第 2は， 52年夏謂査，とりわけその第 l面調葦は本プロジェクト全体の予備諜査として実施された

ことである。この時点てサま前節の人格漉誌の指標の問題は十分広明確にされておらず11にそれ以持

の諜査を経る中で質問紙にも迫力日・修正が重ねられている。しかし，今罰の分析では当然52年度調

査結果が基準になり，また詩的Eでは，幻年度第2呂調査以降に渇加された項目に関しては一年間

を通した適応、状況の変容過程も勿論抱えられていない12)。つまり今回の分析は社会心理学的研究と

しては不十分性が残り r意識調査の年農間比較」の域を結えにくい。 これらの限界にも拘らず，

あえてひとつの研究報告にとりまとめたのは安入試蔀j農変容前後の大学新入生の全体的適Jo状況に

関する研究がほとんどなされていない現況を糟売する意図に発している。

以上この章では，本プロジぷクト全体の間的ム選rc;、概念及びその指標をめぐる方法的理論的諸

問題が考察され，それらとの関連における今田分析の罰的と叡界を述べた。

E 方法・手続

資料収集は質問紙法による。昭和52年度と54年度の弘前大学金学部の新入生を対象に，第 l由・

4月(開講第 1適)，第2思・ 7月(夏期休暇前の最絡欝)，第3罰・ 2月〈後期の最終講〉の計3

表1.分析対象者数 回にわたって，教養課程心理学 (52年度遡6講，

i第 1回 I~ 2回 l第 3四! 昨即講〉受講者同し講義時間内に関紙を
S .52 f 692(72.8) I組制 3) I 加6(37.1~I 記入社間札た。追跡の間的から学籍番号等も
雨戸ゐi似 (47.8)I問。〉! 記対せた。有効資料数はかか，~tL;Q~ 
( )は金入学者への% 分析対象者となる。

質問項自は，大学生のー較的な生活空間構造に対Joすると思われる諸積域を，我々の俵説持組13)

拡基数選択し，各領域での人格適誌を誤II定しうる指標を中心に組まれ，更に，各謁軍時点の時期的

特賞に応じて生活空間の三三次元〈過去・現在・未来〉のどれかに焦点をあて〈摸2)，それらへの評

倍〈現時点，及び四重質的 retrospective.予期的 anticipatory)を求めている。

人格適応や客観的社会環境との関係，社会〈文化〉適応への意欲等を問う項目，及び人生指針に

隠する項昌等は基本的に五段階評定尺度への茨応;を求め， \\~ド常に肯定的H に l 点\\非常に密定

- 6 



表 2. 質問紙の生活空関次琵の構成

一時の次元

j語 去 |現在の宋来の

高校生活|ぞれまでの i学生生活 学生生活
!学生生活 1

;1第 1 菌 (4月)1 (0) 1 0 I 0 I (0) 

i!第 2 回 (7月)I~I (0) I (0) I 0 
E 第 3 国 (2叫~'I (0) I 0 I (0) 
O 主熊点 O 設問あり /設問せず

に5点を与え高得点祇ど否定的な反応を意味する岱得点は間関尺度と見倣す申学生生活拡おけ

る人格適応のト}タノレな指壌としては，前章3節の指擦①により「入学後これまでの学生生活は全

体としてうまくいっていますかJを採用し，それへの反応を総括的適応惑 (summarizedadjustment 

feeling，以下 SA)と名付けるc また， ト」タ/レな指標として， 52年の第2回調査以降，指標①大

学生活全体での‘「生きがい・充実感」も採用されたが，それは補助的なものである。五段階評定項

昌の分析は原良iJとして全体の平均値を代表僚とするが，必要に応じて， 1 ・2点在肯定的反芯 (a)

群， 3点を中間 (b)群， 4・5点を否定的反応(c)群とグノレ」ピング(包し， SAについては，

A.B'C群〉して分析する場合も島るo

生活空間領域の中心部に定位にされるものとしての自我関与的活動は「力を入れているくきた・

恋い〉ことは何ですか」という設問への自由記述を我々の分類枠に従って分類した。

その弛調査自の質問に応じてその屈でのみ採舟した臨由記述あるいは選択式の項留をもつが，そ

れは必要拡~じて車掌でふれられよう。

今自は以上の手続で昭和52年度と54年度の対象者の資料を比較していくが，分析毘的lでは，各

調査四ごと匹前年震の全対象者の反応によって適応状況を比較していく o 分析間的立では，年3自

の調査中複数回に亙って使用された開ーの五段階評箱環器(計18，1--3思共遇ヲ， 2・3回共通

引を中心t乙反応の時期自信変化を追跡し，それを52・54年度問で比較すること拡よって，遺児¥J鴎

租を検討していく。なお，瀧苑;過程は，全対象者のそれと，穫数回に宣って対象となった者Cそれ

とは基本的に問ーと考えてよい〈第2報参照λ

なお，我々の対象者が講義出席者であることによって，大学生金字転を代表するサンプノレではな

く， r講義への出席」を大学組織のブオ」マノレな規範と把えた場合の大学適応者のサンフ勺レである

斑 結果・考察

1. 4月時点における漉応状況の変容

五段措評舗のエヲ現畠における平均僅による52・54年度間比較の結果を表3に一括褒諒した。 54年
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表 3. 4 J3時点はおける適~状況の比較

S .52 S .54 比 較
現 自

f n Z SD n Z SD t 変化

評回顧的価
高校生活の余裕感 686 2‘61 1.11 721 2.54 1.07 

高校生活の溝足感 682 2.76 1.17 721 2.65 1.18 1. 7510 (+) 

所 大学への溝足感 2.57 1.07 

は686 
2.45 2‘189* F十}

麗 学部への溝足感 2.30 1.09 丸14 1.00 2.866*** 何?
議

通 足 学科への溝足感 2.45 エ.17 2.33 1.09 エ.9270 (+) 

去
惑 一
転学〈部。科〉志向の弱き 688 2.29 1.28 721 2.08 1.22 3.151*** 什)

一
現 土也 域(街〉への満足感 689 2.85 1.01 717 2.80 1.03 

一
在 入学後やりたかった活動への意欲 653 1.48 .72 568 1.56 .81 1.8110 H 
の

評
。の爽現の見通し 651 2.17 .98 479 2.36 1.19 2.851*** ドj

倍
生き方・

考える時開の多少

66699叩1 1 

2.53 .99 721 2.54 1.04 

人生指針 一
確 立 惑 3.21 1.部 718 3.27 エ.11

一
総話 的 漉 ~1悪 (SA) 2.73 .96 721 2.46 .91 5.420*** 仔)

講義 講畿への期待感
685 3.22 .92 721 2.95 .96 5.375*** (刊

教
フ
オとの 学力聞での適応予想 681 2.64 .91 710 2.58 .79 

養

部 てF 関わり 出 席 意E 欲 688 1.81 .80 719 1.68 .80 3.045糾* 什)

生
ノレ

教官との交流意欲 685 2欄20 .87 721 2.31 .91 2.313* ←) 
滞

の インフォ サ タルへの関与:意設 685 2.70 .81 697 2.52 .85 4.026ホ*潔 仲}

予 ーマ )t〆
友人獲得意欲 688 1.65 .88 720 工‘69 .92 

想

全体的な溜宮、予想 684 2.69 .70 718 2.34 .65 119 t重奏副院 幹)

t 

P>.10 0 P<.lO * Pく.05 判 P<.Ol 料* Pく.005

変化
朴)適応、方向への変化 ト)非適応方向

度に52年に比べ適応的・積極的方向での変化がえられたものは r高校生活満足感j，入学後の「大

学修学部・科への瀦足感ムその逆指標としての「較学〈部・科〉志向j，SA， r議議への期持感J

として教養部の欝畿を予想するとおもしろいか・つまらないかj)，r詰罵意欲ム サ‘知知知網剛剛叩網剛網

の興与意欲，今後の学生生活全体の人絡遺志の予想〈γうまくいきそうですかj)の計10嘆毘であ

る。逆に，非適応的・栴極的方向への変化をみせたものとしては r入学以前に 大学へ入ったら

是非やりたいと思っていたことを，入学後の環時点でやりたいと思っているか」への反応である

「入学後やりたかった活動への意欲j，及びその「実現の見潤しj，r教官との交流意欲Jの計3項困

である。「高校生活余裕!惑j，生き方や人生指針に関する 2境問などでは，有意な麓はみられない。

要するに， 54年度生は高校生活~大学生活について全般によち満足的で，よち患我支持さFれてお

ち，講義というフォ‘叩剛マルな額域やサークノレというインブ泳}マノレな領域で、もよち積機的な構えを
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% 
60 

5.41 
pく0.05

E二コ S.52 
圃聞瞳 S.54 

数纏 x2

(df出 1

50 

18.87 
P <0.001 

40 
3.25 
P <0.10 

12.39 
PくO醐001

n.s. 

301 36.04 
pく0.001

20 

n.S. 

弘前大 18一期校 f患 間一学部 開系 異系 一

科

料

同

学

学

大 ""らサ品 学 部

露 2. 弱視志望c!::灘完奇襲との関係

みせているが，反面，入学前の設階において理強水準で自我関与しようとしていた活動託ついて

は，依然かなちの積智註をみせる〈送=1.56，2.36)とはいえ執驚はよち罷くなっているといえ

る。

自におけるかかる変容を巡って，以下，自由記述，選択法による環臣等の結果を使

用しながら考察を進めていく D

1-(1) フォーマルな環境の人格適応、と全体的な人格漉応の好転現象をめぐって

所属持の人格適応、の著しい向上はいかなる喪菌ζ よるのだろうか。題2に受験期の「当初志望J

〈具体的な志望先の名称を自由紀述〉と璃所属の一致・不一致在米した。大学については当初志望

が弘前大学であった者の数増と 1日1期校・偉く2期間大・公私大短大等〉の激減，学部について

も，当初志議が現所属と間ーであった者の増加と，文・理・技術系といった枠内で変更した者の減

少が読みとれる。更に，表4でみるよう広 r所属に対する全体的不満菌J(蒔由記述〉の記述者

においても，当初志望からのレベノレ・ダウンや「志望ちがいJ広雷及する者が52年よち有意に減少

している 15)。従って，第一志望による入学者の増大が54年度における所震の人格適応〈満足惑〉拘

上の 1要国と考えてよい9

この第一忠望入学者の増大を我々は入試制捜変容の影響と推測する。間立大学志願者にとって，

併願は不可能になり，共通一次~ニ次試験といった， 18来の受験情報では予測困難な入試をくぐち

ぬけねばならない哲酷な条件の下では最熱的な志願先はもちろん当初志望も「現実的水難Jでの決

定が要求され，それが，第一志望入学者の増大につながったと考えるからである。それでは「より

現興的水準での決定」にあたってお年度対象者は怖をその動機・理由としたのだろうか。表4は，

9 -



表 4. 溺初志望と現新濃選択の現出

学力 i室町!とくま日記入

(1) 大学
，::).u白 ム1...:1 2.5 0.9 
54 15.5 4.4 10.5 5.8 5.3 

初先当志望
学欝
S .52 23.8 20.7 4‘2 
54 28.5 27.6 1.0 

学科
S .52 38.9 2‘3 
54 44.9 0.6 

(2) 
年度 -適 学力

所属現 選択の S .52 19.4 75唱。
54 15.0事 73.1 

x2 Pく.05 料 x2 Pく.01 *端本 x2 Pく.005
「当初恋望理由JはS.52自由記述， S.54はS.52の結果から一致選択。
「現所属議択理由Jは525・4ともは多穀選択。

22.3 14.6 
14.3 13.7 

8.4 26.2 
9.1 16β 

6.5 42.5 
3.0 31.6 

i家託 から とくに 地し、 なし

36.4 19.9 
37.4 7.5京成*

現所震の選択に当っては例年通り学力が重視さFれているものの，当初志望と現所講の双方について

54年震では将来の鞍業・資格を見越し，専攻への関心や適性を基準広灘択する領向が強まった事を

示す。そして，特に学部・学科について，かかる動機に基く入学者の増加は，彼ら拡おけるフォ‘叩・蜘

マノレな所講枠やひいては職難への相対的控想京準における準拠，あるいは

磯制を媒介に，来だ環多高水準では接接していない学部・学科の人格適応

県をもつであろう。

identificationの

をおしまらげる効

きて第1回調査 (4月開講第 1週〉の時点では所属の現興も講義の現興も勿論露議されていない

し大学生活を構成する諸生活空間も現輿水準で来分化だとすれば，所麗灘足惑をもっ者応とって，

大学生活拡おけるトぃタノレな人格選定、は当然高くなるし，将来の大学生活にも明るい喪議を築くの

も当然といえる 9 かくて， 54年度における SAと「全体的適JZ，予想Jの好転， さらに，大学のフォ

山マノレな主機能として対数者も認知しているであろう「講轍Jに向ける期待と意欲の著しい向上が

もたらされたと解される申ちなみに第l報 (1979)では52年度見ついて所属溝足惑はつねにSAの

有効な間接的指標である事が釈されている。

なお受験に際する職業・資格と専攻への興味を重視した者の増加とともに， この時点での卒業後

進路震望として，未定者 (21.4%→13.2% がなた16.81，P<.∞じと大学院志望者 (23.7%→16.9

邦 ポ=10. Pく沿05)16)が夫々減少し逆に就職志望者が増えているく53.8%→67.5% x2= 

27.79， Pく .001)事実によって， 54年度では大学率業後まで及ぶ進蕗の明確化現象と職業志向の

増大を指構16)でき仁それがこの時点の所麟満足感と SAの上昇に梼与しているかもしれないc 笹

この現象は「生者方・人生指針Jのより明確な確立民は結びついていない。「進路や職難を考

えることJは恥年対象者においては必ずしも「生き方・人生指針Jの問題として把えられてはいな

い場合が多いことを示唆するo

所満満足感の向上以外に，入試苦言j境変容がSA拘上に及ほした効果はないだろうか。ここでは，

「共通一次元年Jの間立大学入学者の動向として語られている現役入学者の増加と，地方旧 2期校

での地元出身志願者の増加に注目したい。事興弘前大学では現役入学者は52年63%から54年70%17)

10 -



現・議，ijIJ
現1良 人・勉役

計

地 フ他巳 県

出 身

計

理選択所翠罵霞

「無家から近い答j 

計

自 弔

下積・アノいト
生 居

。 P<.10
* <.05 

療

針

識 5. 現役入学・鵠冗入場停と SAの麗保

S .52 S .54 

325 205 160 

41.2% 46.3 40.6 45.4 38.7 
58.8 53.7 59.4 54‘6 61.3 

325 205 160 142 111 

37.5% 40.0 29.4 31.7 29.7 
62.5 60.0 70.6 68.3 70.3 

325 205 160 142 111 

25.6 20.8 

設問せず 53.0 45‘6 46.5 

20.9 28.8 32.7 

440 125 101 

表 6. 蛾験期{こおける庭裁関与的活動

現 爵 両日]受験群(学校授業1331諸説交友|会噌i議長lrdl購入
高校〈混入〉時代に最 IS. 52 I 5.9 % 1 18.5 1 27.3 1 10.5 1 3.2 1 8.5 1 18.4 1 7.7 
もカをいれた活動 54 1 15.0構内 11.9*料 1 20.4脚本 117.3*円 6.2榊 110.1 1 ι3料 16.4 

やりたくなかったがや 1c' I::t) 1，廷の |司令 Q A 1'¥ 1 1'¥守 i ハマ 1 ， c: 1 '21'¥守
品ざるをえなかった活 1v 誌134:い12311 3:E l U i 5:s l G:8 122ム
カを入れたができなか 1S .52 1 2.9 1 25.1 1 24.6 1 7.2 1 4.9 113.7 1 12.3 
った活動 54 1 4.0 1 11.伊川 20.1* 1 4.伊 1 6.9 1 20.8***1 

* x2 P<0.5 
綿 <.01
川家 <.005 

S .52 n =692 S .54 n =722 

く弘前大学学生部謂ベ〉に増加し， また， 地元入学者は徽増 (42%→44先〉記留まるものの， 我々

の対象者にあっては堪えている 18) (必.6%→48.2%. x2=4.42. P < .05)。そこでこのニつの饗怒

とSAとの関連を謂べたく表5)。現役か否かと SAは無関連であったが，地元出身か否かと SA.

及び，現所麗選択理由のうち「家から近いJを選んだか否かとSAとはともに52年ではヲニアな規

定関係を見出せなかったが，それに対して54年では有意で、リぷアな連巽をえている。入試鵠震変容

に伴い入学者記おける「地元の大学Jの意味が鍛妙拡変化した機制を通して，そこへの入学が明識

にSAを支える機離をもつに査ったとも考えられよう。少なくも対象者においては，かかる機制に

併わせて，入学直後の地元出身者は他県出身者に比して有利であち，また，寮との需の溜応問題の

発生しやすい入寮者院比べ家族による全体的な適応の支えもえられるという事情によって，地元入

-11-
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学者の増大がSA向上に結ひ。ついたと考えられる 9

所属の人格選応の54年院おける向上は， SAの向上とともに，高校生活の回顧的評価にも影響を

与えたと思われる。入試を巡る文化変動の渦中にあった54年度対象者では， r受験期の自我関与的

活動J(薮6)において受験の比麓が高まり，しかも「やりたくなかったがやらざるをえなかった

としての意味も著しく強まっているo新告lj震に直冨した対象者の高校生活は，生活問擦を大

学合搭ー受験準舗に一躍鋭くしぼちこみ，新君主j肢の工信標でもあった高校生活の余裕~緊迫感の悲

しい改善はもたらされなかったく「高校生活の余搭感Jは謂年度開に有意避なしo位し(c)(緊迫〉

群は減少。 23.5%→15.1%，x2口 15.81，Pく.001)とすれば， r文化変動Jをくぐりぬけ合格した

という成功感情は，かかる成功に帰結した高校生活全体への回顧的評価を議兵士、的方向におし為げる

効果をもつであろう。それが「高校生活瀦足感Jの売上のメカニス手ムであると思われる。

以上 4月時点応おける所嵩及び大学生活全体の人格適応の向上在中心に適応方向への変容現象

してきたが，かかる変容の要因と機昔話を仮説的に図示すると図3の通ちである。

ト(2) 蔚我関事的活動の変容をめぐって

表2にみる溜り54年疫における 4月時点での大学生活諸領域での関わちは総じて適応的方向に向

うなかで，高校~受験期の時点で明入学したらこれはやりたいF と考えていた活動への入学後の執

着が弱まっているのが興味をひく。かかる活動は入学前の段構での大学生活のイメ〕ジ〈却も生活

控問題瀧における空想水準での「大学生活」領域〉の恥むに位置い空殺水準あるいは将来襲聾と

しての大学生活との関揮を人轄の舗jで支える支点〈適応、支点〉として機能していた替である。それ

が入学後 m現実的にその活動はやれない庁とより深く認知した結果として r興現の見通しJの低

下がもたらされたのだろうか。この間への解は我々の資料からは不可能であるa ただ多大学生活の

開始舗における空想水準の「膜盟としてわ適正、支点」は，大学生活開始の時点では現喫水準で膝望

されにくくなっている事を指揮しておく a

さてそれに対して「大学生活で力を入れたい活動J(展望としての自我関与的活動〉は， より現

興的な水準における「農盟としての適応、交点」広袖ならない。袈?から，教養部生活での適応、支点

として畏望されている活動は52年では学業が際立っていたのに対して54年では学業は激減，代って

交友が増大した事がわかる。そして54年度の交友は表6r力を入れたかったがで雰なかった活欝J

から明らかなように，高校期に犠牲拡した活動を入学後に畏聾するといった代讃磯脅uに基づく

えば52年の学識〉ものともいえないc とすれば，高校期の展望や犠性感とは無関係に，しかも学業

やクラプ活動等の対象者に対して拘束的ι関わるであろう領域への自我関与は避けて自由な交友を

享受しようとする嶺向が54年震に強まったと替えるのかもしれない。広井 (1980)や浜田(工980)

は，近年学金の勉学志向が強まったと指携し，我々の対象者でも入(進〉学動機託ついてそうはい

えても，入学後の教義視程についてはそれと逆の領向があることを諜?は示唆している。なお学部

移籍18)後の自我関与的活動の展謹としては， 52・54年ともに基本的に間ーであち，学業や持来準'舗

が圧倒的になる岱

以上の事実から， 54年において誌，入学後は高校期に飽いた践盟から部由に，教養部では学業か

ら自由に，そして専門課謹では学業中心に， というように学生のライフサイグノレの各設措広応じて

-13 -



大学生活における自我関与的活動の農議表 7.
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それは教養部生中心的活動を明瞭に広務jしていこうとする領向が強まったと総括できそうで為り，

7月・ 2月時点の遺応状況の変容を考類する際の彼税となろう。i活の「モラトリアム」化として，

なお本寝で述べた灘応支点の変容を入試制度変容と結びつける証拠を我々は持たない。

ここで表3にみ以上，本節では4月時点での人鶴適応の舟上と選応支点の変容を考嬢してき?た。

本

節(1)項で指?脅した受験期~大学卒業後にまで及ぶ進路の明譲化現象と(2)項で指摘したライフサイク

/レ各段措ごとに中心的活動を「わち者るJ現象は，

し治、るように「生き方・人生指針Jについては52・54年間に量的な差異は見出せていない。

対象者における「生者方・人生指針Jの質的変

化に基くという仮説が成立しうることを指摘しておし

7F.J時点における漉1it状況の斑容2. 

し， 52年撲の「下潜・寮7月時点における五段階評価18積雪での比較の結果を表8に去した母

7月時点における適応状況の比較

… 14 

褒 8.

議現
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養
部
生
活
の
宿
願
的
評
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で、の適JZl惑Jは解答者数464と明らかに詣宅通学生め混入が考えられるので考察から除外する o54 

年震に52年と比べて適応的方向の変化がえられた明信は， r転学 志向J，r地域溝足感J，

「講畿の魅力変J. (rおもしろかった」という自戟支持j態)， r友人数の自己評嶺J.r家族との交流

皮J. 生き方や人生指針に関する 2項目. SA及び「生きがい惑J というこつの全体的な人格適応

の指標 r今後の全体的適応予想J の計10瑛認である窃非適応方向の変容がえられたのは

度Jの1項呂のみ 4丹時点では灘志方向への著しい変容がみられた「大学・学部・学科満足感J

では52年度との脊輩、な艶異はみられなかった。また「学力面での適応j窓J(教養部の講義について

いける).r教官との交流度J.rサ~クノレ活動への議極度Jでも琵はない。

以上の適応状況をめぐって以下考察を進めるq

2-(1) フォーマルな環境の人格適応、における問先現象をめぐって

大学組識のフオ}マノレな舗面との需の滴応、状況を考察するにさ語って先ず法問をひくのが，新顔満

足感の状況である or紙学(部・科〉悲向」は 52年に比し適応的方向への変容がみられるものの，

4丹時では全て，より瀧足広傾いていた「大学・学部・学科・満足感Jにおける52・54年境関差異

は表8の通り消失した。しかも「学科J託ついては a'b.c群による群期比較を試みると，満足

(a)群が減り (59.4→:i3.3% x2=3.50. P<.lO)，中間(b)群が増加 (27.0→34.1% が=5.46，

Pくしておち， 非適方向への変化がみられる 5 これらは， 所属の人格適応法所属からの離

脱欲求に法語すればよち向上したといえるものの，所属による積極的な自我支持感の錯詣では52年

と不変あるいは愈下していることを示すs 第一志望で職難や専攻への興味重視によって参入した者

が増えたはずの現所患に対して，満足惑がこの時点で;52年と問機の水準にとどまる要盟は何だろう

かa 職業・興味適性型の入学者にとって教養部や教養課程の講義が職業資格に蓬結はしないし専攻

とは無関係と認知され易いものが殆んどであるから p さしあたって彼等が葺接接触している教養部

によって代表される「大学Jへの満足感が52年と間水機にとどまるのは理解できるが，米だその現

興に韮接接触していない「学部・学科'Jへの満足感が52年と同一水準になるのは説明できない。つ

まり，この時点における所罵満足感の興化現象の l要掘は，職業・興味適註型入学者の増加に求め

られても，勉の要因Xも大きく関与しているといえるo このXの考察は第4館にゆずるが，ここで

は慈し当って r!持花j という諾を仮に与えておく(芳野・蟻嶋， 1979)0 

なお.r転学(部・科〉志向Jの適応方向への変容は.52年度よりも間難・不安荒になった受験

状況を再度引き受けることを回避したい動機も関与していよう 9

他方，所属枠と問機に大学のプ沙』マノレな髄i盟を代表する教鞭部の講義については，講識による

昌狭支持感 (r鵠識の魅力度J)は適応、方向託著しい変容を示したが.r出席度Jの自日評缶は著し

く低下しているa 前前でみたように 4月時の「出席驚欲」は52年広比して高かったから.54年度

では全体的に出席への要求水離が過度に高かったために現実の出席度にてらした自己評罷が52年よ

り抵下したのか， それともおもしろいが出席しないH のか， というごつの説明が可能であるo

前節でふれた4月期?とおける f自我関与的活動の藤望J(瑛7)において 54年度は「学業」が減じ

「単故取得・出席Jは不変であったし，表9のように r7月時議在の串我関与的活動」と「今後の

- 15-



袈 9. 7月時点iにおける自我関与的活動

S .52 n=469 
S .54 n=497 

淑 x2 Pく.05

判 <.01

料* <.005 

教養部生活での自我関与的活動展望Jでは「学識Jf単位・出席」は52年に比べ減少あるいは不変

である事喫かちすれば，読者，即ち執出席へのより高い要求水準によるH との仮設は棄却され，後

者明おもしろいが出席しないH が成立しそうである由つまり， 54年における教養部の講義によるよ

り高い自我支持感は，対象者にとって生活空間横溝の周辺部での昌我支持の強まりく謂辺的な人犠

適応〉広とどまり，出席者動機づけるまでには査らなかったと解される。それは， 7月時点のSA'

AσうまくいっているJ)群で「その理由J(自由記述〉として「学業がうまくいっているj など
学業領域の璃由を特定した者は54年 6名と極少数であることからも支持されよう骨従って出席度が

より器下した饗閣は， 1 弔問)でふれた教養部講義の言我j笥辺強の進擦にあると考えられる合それに

は前現Eイ1)で指摘した， 進学動機における専攻重視〈興味適性〉型の増加も， 関接的に霊長響して

いるかもしれない。

また，教官との交流震は極めて紙い水準において不変 (52年 x=4.55，54年 4.49)である。

要するに，大学のフォ}マノレな欝j留の人格適応、について 7月時点の状況は52年に比べより非適

兵士、的・禅強的な傾きを苧みつつも全体として52年の水型に間化しているといえる告なお，月奇襲満足

J惑において， 52年との比較で4月時階上・ 7月時間イヒという 4月から 7月にかけての相対的な器下

がみられるが，その喪露Xの考紫誌 4月から 2丹に至る適正、過程との関連において 4宣告でとりあ

げられるc

2-(2) 全体的な人権適応の静転現象とインフォーマルな領域での選応的変容をめぐって

学生生活のト」タノレな人格適応、の指標SAと「今後の全体的適応予想j は表sの通り 52年に比べ
有意に長い。しかし前演でみたように，大学のフォいマ/レな側部の人格選忠は全体的に臼年と間水

準で非溜応・消極的方向への変容をすらみせた9 従ってSAや「適言、予想Jfこおけるこ吃時点での

向上の要因を 4月時のように所農満足感等のフオ}マ との関探領域に求めることはできな

い。それでは，残るインブオ同マノレな環境との関係や人格内要茜はどうであろうか。

インフォーマノレな関係領域をめぐる 7月時の状況は， 農8より， 交友関保 (f友人数の指己評

はより犠広く， 家挟関係 (f家族との交流度J)はよち密になったことが知られる岱他方， ク

ラブ・サ…クノレ活動への関わり I'本「サ}クノレ活動への積極度Jでは変化ないが， SA' A群におけ

- 16-



表 10. 7月時における総括的適応 (SA. A)群の総括的「通応戚Jの理由

SA. AI 

計 i学

s 52 I 159 I 

S弘 I233 I 

難 lヂみl五時l識で|管長護士|
4.4 I23.3 I 30.8 I 19.5 I 2.5 I 

2.6 I 給計 I32.6 I 17.2 I 2.1 I 

地

数{室はSA.A群*の路 * X2 P<.05 

2 3 4 5.夜
十分どちらかとどちょうどちらかとまったく
とれたいうととれともいいうととれとれなか

た えないなかった った

密 4. 7 jlj時における f入会主指針を考える
く，かつ， 52年に比べ有意に増大した〈支出.199 時掲の多少J

から .331， t =2.167， P <.05)奇特に，地元出身者が増大した我々の対象者にとって，高校期か

ら引き継いできた交友関孫や，背景的に，地先であることによる家狭との樹接な関係がSA向上を

る「うまくいっている理由」の自出記述〈表出〉

でサ〕クノレ・交友韻域を特定した者の増大20)が観

察される。また表9の「今後の教養部生活での自

税関与的活動展望」では， 1交友Jが増加してい

る口これらは， 54年度において特に友人関係と家

挟関保を中心にインブォーマ/レな領域に対するよ

り積櫨的な関与及びより強い親和 affili拡ion1憐向

を示すとともに，それが，この時点のS

寄与している事を示唆する号

事実， SAと

% 

50 

r(入学後)これまで. E!分なりの

生き方や;考i..1i， 人生観について
考える時間がとれましたかJ

40 

30 
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同司!叩・. S. 52 

支えている場合もありえよう。

人格内要因については大学内外の鰭環境との関わりを統制し生活空間構造を統合する原理として

の「生き方・人生観」が重要であろう o そこでは， 1 (入学後〉それらを考える時間が十分とれた

かJ(1考える時閣の多少J)及び「確立感Jの開演関において:54年度はより肯定的反誌をえた。と

りわけ「考える時間」ではI 52年の両撞化怒れた双峰控分布からI 54年の「考え

というととれたJを頂にする単撒性分布へと， 著しい背定的変容をみせている〈額約a

への自我関与が著しく大で翠想水準拡娯く場合，それに誤らした現実は否定的に

どちろか

f人

され

SAを抑し下げることもあちえ，事実， 1議立j懇J紅おけるわ b群に対し54年度で求めた「人生指

らした現悲の生活の評1iffi}DとSAとの相関探数は .425と，トータノレな人格適応、の指標「生

きがし、感~J 1今後の全体的適応、予懇Jを除けば思段階評価項目中最大の値をえている。しかし 17

丹時の自税関与的活動J(表9)では「読欝・人生観Jに深い自我関与をみせている庸も今後そう

しようとするj習も52年間様少数であり 4月時点の闘技関与展望〈表7)においてもら2年問機描く

少数にとどまっている D 従って全体としてみれば， 54年度生は，人生指針確立を中心的課題として

それに深く閣想的に自我関与したというよりも 3ヶ月間の学生生活の畏開の中で告然に現典的拡

「生き方・人生指針」が結晶してきたと解する方が妥掛である。

それでは， 54年度で， 1人生観Jはいかなる甜でより

17 

したのだろうか邑我々



殺 11. 7 ~時点はおける卒後進蕗農望 体的内容を設問していないのでこの間院直接答え

ることはできないが 7月時での卒後進路践盟が

52年と問ーであるく表1じことからみて r人生

指針確立感Jと卒後進路の確立j憾との関連は崩

数字は%， X2 (df口 1)n.s. い。むしろ，この時点での教盤部生活における学

難領域の屑辺化，それに対する交友・クラブといったインフォ‘問削マノレな領域の自我中按化〈瑛7)

にあらわれた，教養部におけるモラトリアム志向や対人的な親和傾向の強まりに関わっていそうで

あるo

なお，入学時点では52年と詑ベより確立していた「卒後進賂畏謹Jについては，この時点で52年

との議異が損失し，儲かに「学部移籍後の島我関与的活動農盟Jにおける「将来〈就職〉準備」

(2.6%→6.4%)が購るだけである。療するに.54年度では，入〈進〉学動議として増大し

た職多様・資格志売は，この時点の卒後進路畏望の暁確さや内容を大きく規定しているとは替えな

い。この背景には前節で、ふれた「わちきりJ機制も関わるかもしれないが，入学さ話初の進路震議の

崩壊過程がこの間進行したのかもしれない。これらについては 4欝でふれられよう。

以上本項では， SAと「今後の全体的漉応、予想」の 7月時における向上を，インブオ}マ/レな領

域での適応的・積極的変容と「生き方・人生指針Jの確立長む向上によって説明した。

以上，本部では，大学のフオ、'""崎剛m一剛刷酬

し，その l要盟として講義・学業の自我周辺化の進震を俄税し，次に，それにもかかわらずSAは

好転している事実を，インフォ」マノレな領域と「生き方・人生指針Jにおけるより横議的・肯定的

方向での変容によって説明し，あわせて，より f明確化Jした「生き方・人生指針」は学業の腐辺

化とインブオ}マルな領域の中核化，期ち教養部におけるモラトリアム恋弗の強まりに関わると

説した。?丹時点における適応状流の変容と同北現象の主要な仮説的要醤・機制を図示すると留5

の通りである母

3. 2月時点における適応状況の変容

1年次終了を控えた2月時点での 1年間の教接部生活の由顧的評価と 2地次への予期的評髄を

とするまえ設措評価27項目について.52・54年度を比較した結果が表12で為る22)。

52年度と比べ適応、的・積撞的方向での変都がみられたのは，教義部の 1年間の金擁畿に関する

「講織の結力震J(rおも r友人数の密告評価J.r家族との交流度J. 人生指針・生き方に

関する 2項蔚， ト}タノレな人格適応、の 3指察， SA' r生きがい・充無感J.r現時点での溜

次年度の予想における「サ}クノレへの関与意欲Jと「新友人の獲樽意欲J. r今後の全体的

適応予想」の以上計11項目である 9

非瀧応的・溝撞的方向での変容がみられるのは， 次年度の予?慢のうち「出席意欲Jr教官との交

友意欲Jr研究室との交友意欲Jの3項目と，一年間の「下宿・寮での適応感Jであるが.r下楠・

寮適Jo惑Jについて比 54年度後期以捧. Ii寮潤趨」が活性化した撃響とも考えられるので， 考察

-18 -
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f出席度J.r教官との交涜震J.次年度講畿への f関心J(rおもしろいだろう J). r学力面での漉応

「研究意欲」の針 12項自てづ丸 52・54年度鵠で、帯意差はえられなかった。

ブオ」マ/レな側詣では両年度間に麓異はないか又は非適応的・消極的方向での変都が要するに，

インブオ」マノレな領域や人生指針の揺で適応、的・積櫨的方向の変君事があり，みられるのに対して，

革本的に7月持の動向が引き継がれていると見ることができる世以下，前節と問機にフォいマノレー

インプオ』マ/レを軸広場察を進める。

産学部は教養課程(医進〉に留まるたなお，医学部を捺く全学部では2年次に学部に移籍さF

めに，演12の「次年度予想Jで辻塁学部生を験外してある。

フォーマルな環境の人稽適応における問先要議をめぐって

入拭制度変容の彰警と解しうる適応、状況の全般的好聡現象

20ー
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l ・2節にみたように.4月時点では，
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* <.05 
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林家 <.005 
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比較調

7月時点では特にフォ‘-マノレな環壌との関係で52年度の状況への同化現象が指摘が観察されたが，

そのー要因として我々は講義の詣我周辺化~交友等のインフオ山マノレな領域の中核化，さ

アム化がみられ，かつ7この時点でもよとラト「教養部Jのモラトリアム性の強まりを依説した母

2月時丹時点において所膿瀦足j惑の開化傾向をもたらした要四Xがこの時点でも韓いている誤ち，

やはち52年との同化現象が観察の教饗部~所撰のフォ}マ/レな環賓との関わりをめぐる評備でも，

まされればならない。というのは，教礎部のブォーマノレな環境は客観的に52・54年間で審変なく，

年度開で基本的差異はない24)とた教養部を合む「所属Jのフオ山マ/レな環境の学生への蹴長度も，

考えられるからである加。

「講義の

「出席度Jは52年と問水準であり， 1反説と矛j欝しないQ

21 -

そこでまず，講識の窟我潤辺化~教犠部のモヲトヲアムイとという仮説について課ベる。

魅力度Jは52年に詑ベ向上しているが，
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関 6. 2月時点における摂理満足感

方，表13の還り「教饗部 1 自我関与的活動Jでは，学多誌は52年から増減なく， インブォーマ

ノレな活動全体も49.4%から50.9%と不変であって， ここでは， 「両年捜とも学識は自我廟辺的であ

るJとしかいえな〉、。 しかしSAのA (fうまくいっているJ)及びc( rうまくいっていないJ) 

群について， 「適応・ 感の瑠闘で学業領域を特措・選択した者を調べると，表14の

通ち， f適応、の理由J 〈自由記述〉では52・54年ともに撞く少数(1名づっ〉にとどまるのκ対し

て「非灘定、の理由J (多肢選択〉においてはC群中比で64.4%から制.3%(x
2出 8.00)，全対象者

中比で18.8%から8.3%(x2=21 と激減を最し， 54年震において「学業」と SAとの規定関係

が弱まっている漕の存在が示された。以上から， 2月時においても教養部の講義~学業は52年より

も周辺化しているとの仮説は成立しそうであるc

それでは所属満足感はどうであろうか命表12には平均値による比較を提示したが，精査すれば，

「大学・学部・学科満足感J及び「転学(部・ 志向の弱さJのd項目全て拡ついて， a . b . 

C群の度数比較で差はなくく全て p> .10)，得点別でみても， 「学科満足感Jの2点( どちらか

というと瀧足J)において52年41.3%から54年34.1%の減少をみせるは2=3.94， P <.05)以外，

ほほ同ーの分脊がえられ(罰6)， 需化現象が著しい。

- 22-



「教官とお交流j や「出席度Jは52年から不変である。

以上の、検討によち，教養部~所震といったプオ}マノレ金環境との関わちでは，開化現象が観察さ

れ，しかも，講畿~学業法52年より自我滞造化しでいるといえる母従って擦臨Xがこの時点におい

ても働いていると考えねばならない窃

教養部生活での大学のブオ}マノレな彊.IJ冨との関わりやそれによる自我支持惑託おいて，上述のよ

うな52年との開花現象を指請できるのに対して，次年度，即ち学部移籍後のブ庁}マ/レな側面との

関わりでは，その予想や意欲において， 52年に比した非適応的・消掻的変容が観察された〈表12)0

学部移籍後の講義・教官・研究窓への関与意欲が弱まっているのである号

他方 r学部移籍後の岳我関与的活動震望J (表13)では「学業Jをあげる者が52年に比べて増

え60.4%に還した9 この限りにおいては.54年度においては，生活体制として「教養部の講接・学

業」はより自我周辺的であったにせよ，専門課程での学業を梧対的に中該部に定位する者が増え，

52年よちもよち専攻志向的といえる。これは，受験期の進・入学動機として「専門への関心」型が

増えていた事と関わるかもしれず，また r教義部ではインブオ」マ/レな活動を中心に，学部では

学業を中心に」といった「わりきりJ機事iが強まった結果かもしれない。

しかし，専門課程での「研究意欲」は52年と間一水準にあるo

要するに， 学蔀移籍後のプ沙、、、、恥網剛剛叩網剛網

者が増えてはいるが，出z滞哲や教官.研究輩との交流といつた， ブオ」マノレな環境への積極的関与へ
の意欲はむしろ弱まっており，全体的にはむしろ非適芯・消極的方向への変容がみられるといえ，

その意味で，教養部での講義~学熊の自我潤辺化が学部移籍後への膿望にも況化し引きつがれてい

る可能性が残るo

3-(2) 全静的な人搭適応、の搭転現哉とインフォーマJl，.な領域守の適応的絞容をめぐって

前項にみる通り大学のブォ」マノレな調j蛮との関わりやそれによる人掛漉応は，教議部一年間の回

顧と学部移籍後への践獲の双方拡ついて， 52年と需イとあるいはより非適応・消概的方向への変容を

呈していた母しかし. SAや「生きがい・充実感」といった学生生活全体の人棒適志感は52年より

も高い水準にあり，今後の学生生活への「全体的適応予想」もよち高い水準にある〈議12)0 従っ

てかかるト」タルな人格瀦応の指擦における全般的な適応的変容の主要器は 7月時点と

インブオ}マノレな領域や人格内の要慰に求められることになる母

インブオ‘叩剛マ/レな領域のE惑については，燕12より rサ」ク/レ活動への積極震」ほ不変だが，

交友や家族との関鍔領域において52年よりも積撞的・親和的である，という 7月時点と開様の講留

がえられるo SA' A群における「うまくいっている理由」で了サークノレ・友J領域を特定した

者も増大している(表14)0 r教養部民おける告税関与的活動J(表1めでは，少数だが r遊び・

趣味Jでの増加がみられる。これらは大学内外のインフォ〕マノレな生活空費領棋への自我関与の強

まりと，それによる人格適志の向上を示唆しており，とれがこの時点でのSA向上のー要因であろ

う母

インブオ」マノレな領域への操望としては r岳税関与的活動膜翠J (表において相対的な関

23 -
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与低下が窺えるものの rサークノレへの関与意欲J r新友人灘得意欲J (表12)は全体的に強まっ

ている。これを鴎5で詳細にみると rサ}クノレへの関長意欲」では得点l点(r積極的にやりた

いJ)の激増 (6.4%→24.0九 x2=36.18，P<.OOl)， r新友人の議得意欲Jでも得点工点 (r非

常拡求ゐたいJ)の激増 (28.4%→39.2%，x2ニ8.88，P <.005)が注目をひく窃 1年間の回顧は

サ}ク/レ・友人関係とも応52年より否定的では立かったから，かかる議室増現象は， これらの活動が

52年よりも犠牲にされた皮動とは解されず，逆に，サ}クノレや交友関係における由・他の自我支持

を認知した結果として更に深い，広い関与とそれによる人格適応の支えを喪獲したことによると考

えてよい。要するに，学部移籍後への出我関与活動展望の第工 としてインブオ}マノレな活動

は単げられないものの，それらへの昌我関与意欲はむしろ強まっているといえ，それが，今後の学

生生活での「全体的適応、予想Jの[向上を支えていると思われる却

人格内要因としての「生き方・入金指針Jも7月時と関議，積棟的・肯定的な方舟での変容がみ

られるものの「人生指針の礎立」をこの間の中心的課題として、深く関与した者の数は増滅ない。ま

た，卒後進路展望も52年と比べ不変である。 以上から 7月時と問機に，ヰ後進路の確立とは査接

無関係にインブォーマノレな領域応比重をかけた学生致活の過し方としての「生き方・人生指計Jが

52年よち確立している事が 2月時点のSA，ひいては「全体的適応予娘Jの向上に寄与している

と仮説される。

以上，本節では， 2月時点の適応、状況における52年との比較での同化・変容に関わるで3ちろう要国

・機構jを考察し 7月時点と問機の要因・機輯の構瀦を仮説した告訴節の図4と麓なる部分が多い

… 24 -
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学生生活への線灘

とコ奇襲図・現象

一ーら仮説される総定関係

国 8. 2男持識はおける瀦応状況わ変容・同化要閣と機製

が本節で言及した問イヒ・変容の要器と機銅jについて密示すれば図8の還りである。

4. 適応過程の変容

我々は，本章の工-3節において.52年の適応状況を基準広.54年度入学者の 4月 7月 2月

の各時点における適応状況の相対的変格・需化現象を，国立大学入試制度改訂という受験「文イヒ」

の変動や，入学畿の「学生生活Jを構成する緒社会・文化環境との撰わち，そして， 自我関与的活

動 r生き方・人生指針」といった人務内喪閤等との関連において考察してきた。それら現象一饗

困問に仮説された規定関係響造〈国 3・5・8)を結べば，年東需の適毘;状況差異の変動過積とし

ての適応過程がえられることになるa それに対して本節では，各年度の 4月，あるいは 4月時に

実擁していない項笥船主こついては7月を夫々器準として，年度内の各時点での灘五士、状況の鷲異を，

年内変動通患としての滴応過程とおさえ，論じていく 29)。即ち本鮪の課題は， 52年震と54年度の溜

応通程を比較しながら. 1章3節分析昌的Iで提示した適応過程に関する奴説 (i反説P)が成立す

るかどうかを検討し，次に，本章2・3節でふれた要因X

とである。

との関連で考察していくこ

4ーくじ 適応状況の年疲内誰移をめぐって

先ず，年3回の調査のうち複数回に亘って設問されたi罵ーの五段階評価現密への反応、の継詩的変

イヒから「適応過程Jを概観し，本論I章3欝・分析図的Eで提示した52年度対象者の「遥町、過程」

〈仮説P)との比較を試みていく。

表15に.52年と開ーでかつ54年度拡複数回に亙って実施したげの五段階評寵現員について.54年

度の年度内変化の概容をー搭表示した。 17環器中「ブオ}マノレJ rインブ泳}マノレJ欄を恥むにす

る9項目は4月謂査では設問していないので?月・ 2月間の比較，他8項自は 4月・ 7月・ 2A
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表 15. 昭和54年度の適応過程

変 イヒ
項 目

4月→7月 7月→2月 4月→2月

大 ，弓且~ 満 足 感|

片ラ品今ニ. 部 満 足 感 I~ I 2.79
0 
←) 3.4490 ←) 

所 2..622料←) 3.011料*←)
属 2.740 ←仲)) 

6.70料←)
満

満 感
4.48本

足
片ラ品今ニ. 科 足 5.34* (刊 4.32* 什)

感 :XI 1. 7840 ト) 1.8270 ←) 3.617*帥←)

ijl 
10.83 料* 

什ト(→

) 
) 

5.17市 (刊

転学(部・科〉志向の弱さ
5.20* 
3.610 

3.125*料作) 1. 7420 (→ 
13.12***
←制) 

4.75* 
朴(→
) 

地 域 満 足 感 6.21本 5.04ホ

:XI 2.670**朴)
講
義
と

/ / 

学力面での適応感 ~ I / 
6.04* 朴←)) / フ 8.30料*

オ の :x / 2.949*柿(→ / 
関
わ 席度~ I 

16.88料事付
朴)

『マ / 9.98判事 / 
ノレ り :XI / 4.458:脚本場←) / 
教官との交流度 l / / 

イマ サ』クノレ活動への積極度
I ~ I / 

19.54糾((+→) / 
ユノノレ 2.84

。

フ / 
4.65* ←朴)) / 

オ 17.17ホ**

:X / 3.324***(一) / 
家族との交流度| / / 

/ 
6.15* 
件(→
) 

/ 考える時間の多少 4.17* 

生人生き指方
針

:XI / 2.564* 朴) / 
20.16料*什(→) 29.17柿*((+→) 

確 立 感 27.28*** 19.47*料

:XI 1.970ホ(+) 3.345***什)

総括的適応感 (SA)
36.06料*(朴→) 44.35本車場

20.25***朴(→) 11.36ホ** | 
山伊*H
t十)107.48ホ**

:XI 4.263*榊←) 3.729榊*(一) 8.055料*(→

生 き カE し、 充 実 感 / / 
、 10.89判事(什→

) 
22.31料事((ー+)

) 今後の全体的適応予想 10.77様車* 22.54**ホ

:XI 2.594**←) 3.267*料(→

. a， b， C …当該項目における肯定的・中間・否定的反応群を示す。 a，-...;c欄の数値はx20 (+)増加，←)減少

.x欄…平均値比較の結果。数値は t。仲)適応的方向への変化.(→非適応方向への変化

. - P>.10. 。く.10，ホく.05，料く.01，判事く.005

の三者聞の比較を，平均値 (x欄〉及び a. b ・C群毎の度数 (a. b ・C欄〉について実施し

危険率10%以下のもののみを t及びx2の数値で示しであるo なお.52・54年双方の適応過程は一

括して図 7--11に示したので参照されたい。以下，分析目的Eでのベた仮説展開に従って rフォ
」マノレJ rインフォーマノレJ r生き方・人生指針J r自我関与的活動J rs AJ等の)1頂で述べてい

くo

所属満足感については r大学満足感」は年聞を通じて同一水準を維持するが r学部J r学科

満足感」は次第に悪化し， ことに「学科満足感」は a(満足〉群の減少と c(不満〉群の増大がよみ
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とれる申 「転学〈部・科〉志向Jは7月広一旦向上したものの 2舟では再び4月の水準に探るは字

型の変容過程を造る。要する拡所購満足惑は全体として悪化む傾き， 52年の遊~i愚程からえられた

仮説P-1のうち r所麗斡の人格溝応、感は好転j は否定された。

それでは54年においては r現所購にある自己」の「受容過程の進行j という仮説は成立するだ

ろうか。大学*学部・学科という所属枠の lつ以上にc(不満〉反応を与えた者民対して設陪した
「所属不溝の理由J (自由記述〉から所属持との髄連に言及する者を拾うと表団の過りであるo 52 

読査盟

比

52 盟EI 〈〈(472 R月丹〉〉〉

年
比較 (x2)

54 
斑

年
比較 (x2)

現 16. r所薦不満の理由Jの年内変動

N 
実大学の制度靖

志望ちが持、
学応の部関の・科葬瀦とνぺJレダウ

較 ン

69会 10.4% 16.0 8.1 
469 9.0 7.2 4.1 
346 9.0 7.8 9.0 

一一
1 :立 19.77*療* 7.56*事
立:m 8.33** 
1 :誕 13.58徴集*

1 :立 3.53。
II : 1立 7.72家*
1 : m 7.34家*

佑

5.9 9 
4. 
3.8 

- P>.10 

o <.10 

* <.05 
榊く.01

料*<.005 

年は，学部・科への不運応、感等「学部・科との間の非選応Jを訴える者は，入学時点と l年後 (2

月〉で開躍であり安また，受験期の恋望先からの「νベノレダウン・志望ちがいj による入学だった

事に明確に言及した者は 4月から 7"""'2月にかけて半減しているのに対して， 54年では「学部・

科との非適応j が2丹時点でそれ以前と比べ倍増し r志望ちがい・ νベノレダウンJは，入学時立

と1年後 (2丹〉で宥意差なく， 54年度の所環不瀧者のなかに， r~尾所屠tとある自日」の受容過韓

が進行しにくい磨や，学部移籍を間前拡して始めて自己の興味・適性に不安在抱く者が少なからず

存在する事を示号をしているa更に r学科講足感j では c (不溝〉群が2月時に増大している (4

丹13%，ア丹12.6%，2丹18.0%)。以上の事実から， 54年においては，仮説は成立しない。逆に所

罵を受容しえず 2月期において所震への不安・不満を鎖在させる撞が54年に現われている事が重

要である。

講義や教官との関わりに関しては r学力蔀での道部j態〈ついていける)Jと「品j窮度」はとも

に7月から 2月にかけて非適応的方向の推移がみられ，これは P-1と一致する。それに対して，

f講義の魅力度(おもしろい)J r教官との交流Jは問一水準で推移し茅 52年度にみられた変化は

揖えているo

以上， ブオ‘‘秘蜘網剛剛叩網剛網

項間が5位2年と問様の推移を示したにすさぎ「ず，それ以外で辻P-1は否定されたq

次に， インブオ、網剛叩網

に注摺すれば経過としては満足方向に{償犠さき~P-2 に矛j膚雷しなしい、、0 佑方，サークノレとの関わりは c (鴇
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極〉群の減少し、注目すれば積樹方向への変容 r友人数の昌己評髄Jは減少方向への変容 r家族

との交流皮Jは不変であって，仮説P-2を支持しない合つまり，インアォ』マノレな領域をめぐる適

応過寝としては r地域瀧足窓Jが仮説に一致するのみであるg

下生き方・人生指針Jについては， 54年震は「増える時間Jは入学後7月から2丹にかけて増加

方向に向い復説P-3と一致するが r確立感」は4丹から 2月にかけて一貫した確立方向への変化

がみられ，入学後7月までの間に一旦崩壊した後再確立過程を辿る52年とは異質的である窃他方，

7月から 2月にかけSA'C rうまくいっていない」群中，その理由(r総措的 F非適応.111患の理

e 曲J)として「生活体制iや生活ヲス@ムの舌しれJを選択する者が減少額向 (7月C群76名中59.2%か

ら 2月C群97名中 48.5兆円〉をみせ， 1友説P-3と一致する合要するに r生き方 e人生指針Jや

「生活体制Jについては 7月以降の渦棋としては擁立方向に向い，それは52年の動向と一致する

が.54年拡おいては，入学後7月に至る簡の崩れがみられない点記特徴があって， P-3は部分的に

否定された。なお， この崩れの問摺は(3)項で増設察を加えるむ

「自我関与的活動」の年間変動は，表7，9， 131'こ示した通り， 後丹時点では教養部生活の畏望

としては学業・単位，それ拡交友が多いが.52年と比べると学業が激減，交友が増大しており〈表

7 )， 学業への意欲の棺対的低下とインブォ』マノレな領域への窓欲の相対的上昇がみられる他 7

月時現在ではサ}クノレ活動に集中 〈表9)， 211時の 1年間の回顧としてもサ』クノレ活動 2月時

における学部移籍後の接濯では学難民集中しているく表13)。 要するに「自我関与的活動Jの年内

変動は基本的拡52年と54年は同様の経過を辿り.P-4は支持された。

最後に， 子山タノレな人横適言、の指標群においては， SAは 4足以来一貫して著しく悪化に向い

仮説 P-5(7月まで悪化，以後同水準〉を部分的に支え r生きがい・光興感Jは7月から 2月に

かけ同水準であって，仮説P-5に一致する。 r今後の全体的適応の予想Jは，入学時点での高い水

準が7足時点でおちこみをみせ，その水準で2月に移行しておち， 52年における一貫した好転とは

逆の変化をみせるa要するにP-5は部分的に否矩dれた号

以上の摂譲から r54年度新入生も多くの領域で52年と問様の適窓遇税を辿るJという当初の仮

説は棄却されねばならないo 52年と一致する変容過程を追ったものは次の巡りである。即ち，プオ

~マノレな環境との関わりについては「学力加での遠足三感J と「出席度J の 2 現艶における非違~方

向への変容， インフオ‘網剛剛…網剛網

については 7)月守以降の確立コ方守[拘禽への変容 r自我関与的活動Jのうち皮誌が集中したもの

について教養部一年間の展盟.@l額・次年度展望に控目した際にあらわれる「学業・単位J→「サ

ークル」→「学業」といった変議過程，それに通年でみた場合のSAの悪化 r生きがい，充実感J

の無変動等が， 52・54年で向ーの努変動パタ』ンを示す9 それに対して，佐の11項目〈所属満足感の

4 現~， r講畿の魅力皮J， r教嘗との交流度J，サ』クノレ及び交友に関する 2積回 r家族との

交流度J， r生き方・人生指針の確立j犠J. r今後の全体的選誌の予想J)では52年とは異なる年

内変動パタ」ンがえられた。なお，変動パタ」ンの異同は表17にまとめてあるo

さて， 52， 54年ともに開ーの年内変動パタ}ンをみたものは大学新入生のうち講義抗出席してい

る藤について一般的な通程を示すと考えられる。 r講義への適応感Jの悪化は前期試験を経験し
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務 17. 五段階評笛項読における密動と罵北村

項 閤
年内変動1) i有化現象的 濃部52水:5準4的 構 要ノ、担}ン

所属満
大学学転 学部科学 (へへへ部 科ののの〕 満満満志向足足足の弱感感感:さ

|、
土 “ト く
土 mト 〈

土 叩ト 〈 4月---2A
E 

十 〈

地域〈街〉への満足感 十 十 〈

講義

時出2席産品重度
i、

フ ごた + 〈
オ

関とわのち
十 十十十
十 〉

教養部生活の

マ
Jレ 教官との交流皮 土 十十

イフ サ山グ fレ活動への磯樹皮 土 →十
7月---2月

ン
オ

顧回的評価

:友人数の密 評儲 土 十 〈

マ/レ家挟との交流度 ::!:: + 〈

亙人生き三指方 I 時立聞の多感少 十 ωト 〈 J 

く 4A---2A 

総生措き的が適い55，車充窓 土~十 聞ト 〈

+ 〈
7月---2丹

今後の全体的潤Lt.予想* 十 〈 4月---2月一

'!r; 

致
致
一
一
↑
動
粗
削
変
参

ン

無

り

}

が

お

夕

方

p

パ

…

〈

十

一

品

寸

ム

* 肉領レし田内
し

致
て
な

一
け
化

ら
か
簡

か

に

'

丹
月
数

7
2

一

件
十
一

つ山

的
的
撞
極
構
積
・.ん込
山ル漉
適
非

h
ソよ

準

が
h

ゲ
水

年

一

川
内
需

〈
〉内。

しかも，次第に理解すべき?繰趨が増大していく状況への友応、として首宵できるし r出滞度Jの惑

も当然であるo r地域満是感」の野転は，現に生活している地域への「コミットメントJ(B侃 ker，

1960)の増大と準拠の深まりによって説明できょう o r生き方・人生指針J や「生活体制~J の 7 f:l

以降の確立方向への変容は，入学直後多カか為れ少なカかミれ経験されるであろうカ/戸レチヤ、~欄一同.シヨツクや

入学前牒翠と入学後現突の隣の搭謹3

関与的活動」の変遷も多くの学生にとつて教費難を部がモラトヲアム空間である事を如突に反挟してお

ち，次にSAは入学から調査時現在までの総括であるから一定の水準まで次第に甑下をみせるのも

当然であろう。そして r(大学生活全体での〉生きがい・死無感」とは，学生の生活盟関構造にお

いて相対的に中核部を占ゐる諸領域(中核的昌我領域〉での総合的な自我支持惑の指標であって，

例えば入学時のように由来の生活空潤の現実水準での拠失と新生活空間への移行とが重合する状況

や，あるいは，生きがいの対象・アイデンティティの発見といった，新たな中核的自我領域の出現

とそれによる深い詣政支持がえられる状況のような璽嘉 epoch以外では一定水準を保っと考えら

1年次の 7--2月が入学後数ケ丹を経ていることによって前者の状況から速く rモラトヲア

ム期」としての教養部時代であることによって後者の状況にも遣しにくいとすれば， 52年， 54年と

もに「生きがい・充実感Jの?月から 2月への経過が無変化でるるのもうなづけるのである。要す

るに， 52・54年で問機の年内変動ノてタ…ンを示し?と項邑については，そのパタ」ンは全て一般的・

経験的に首肯できると蓄える q
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それに対して， 52・54年間の異なる年内変動パタ』ンを撞く残11項自のうちで r大学J r学部J

満足感 r講識の魅力度J r教官との交流度J， サ~クノレ・交友・家族関係の計8現目は

52・54年のいずれか一方が間一水準での推移で，しかも通年でみた場合a. c関群の増減もみられ

ないものが殆どであって年内無変動といえるから，年度関の年内変動バタ}ン楚は小ざいく前頁薮

17参照〉。従って械る 3環器 r奪三学〈部・科〉位向J r生き方・人生指針確立感J r今後の全体的

適応、予娘Jにおける著しいパタ}ン援が説明されねばならない。その説明は次項で試みられる。

要するに本現では，瀧通程む関する仮説Pを54年度で遂ー検討し r54年度も多くの領域で52

年度と問機の適応過程(年内変動バタいン〉を辿るJというさ日初仮説を紫却し，次に，両年産関で

年内変動パターンの一致をみた項目について，一致の要閣を考察して「それらバターンが一般的に

妥当するJとの仮説を提出したのち，不一致であった寝間のうち 3項目(r転学(部・

「生き方、・人生指針確立!感J.r今後の全体的適応予想J)における顕著なパターン議の説明が必要

であることを指摘した酔

4-(2) 開化現象と社会化

爵項の検討は全て，各年度の 4月あるいは7月を夫々の器準として年度内での変動にわみ焦点を

あて論じてきた号 しかし， 変動パタも‘恥恥蜘伽網剛剛叩網剛網

る必要がある 9 毘9--13に， 52・54年の各項目における年内変動を平均値拡よって一指図示

した。留には年内変動について平均値の比較結果を鱒示したが a. b脆 C群別の度数比較結果は

したので，表坊と52年については第1報を器照き

密9--13によって，捨どの積雪において54年波4月時点，あるいは7月時点で， 52年よりも適応

・積極的〈湿し「出席度Jのみ逆〉な水準で出発した滴応、状況が， 7 jjあるいは2月時点で52年

の水準に開化しつつあることが知られる。しかも「学力面で、の灘応感J r教官との交流度J rサ

}グ/レ活動への讃極度Jの3項践では当初 (7見〉から既に一散していたといえる。開化現象を読
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嶋
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しカミぎない。きがい・充興j惑Jの2項目みとれないのは「生き方・人生指針確立感J

というのは第 lに，前妻で指摘「生きがい・充爽i惑」で問イヒi頃i脅すど晃出せないことは重要でない。

きがい・充契感Jで2月に玉三る同一水準での移行はむされた環昌・7月かしたように，

問化傾向の有無より年度開の適応水準差が主要な検封課題になるからであり，しろさ当然であって，

SAの脊力な間接的「生きがい・充実感Jがト}タfレな人格適応の指壌であり，従って，第2に，

「生きをみせる4月時点との比較における 7-2月時のS指標32)であるから，

がい・充興感Jもまた4月時点を基準にすれば同イヒ横向をみせたかもしれないからであるo つまち

間イヒ環象の有無に関していえば「生き方・人生指針の藷立感J以外の全ての項目では，
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見出せるか，見出せなくとも説明可能であ

る， といえる。

このことから1"生き方・人生指針の確

立感」で同化がみられないことの説明が必

要であると同時に，逆に，前項で要説明と

して指摘した「生き方・人生指針確立感」

「転学(部・科〉志向J， 1"全体的適応予

想」の年内変動バタ」ン差のうち後二者は

この同化の文脈の中で生じているといえる。

即ち「確立感」以外の殆どの項目では54年

4月または7月時点に52年と比べた全般的

な適応-積極方向への傾斜が見出されてい

たが，それが7月または2月に至る教養部

生活の展開の中で52年の水準に漸近してい

く過程の中で，年度間差の消失と年内変動

パターンの年度間異同が現象したと把え返

さねばならない。これらの関係を眺望する

ために表17に五段階評価各項目について年
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2.0 

生きがい・充実感

全体的人格適応の年内変動図 13.

度聞の年内変動パタ」ンの異同・同化の有無・ 52---54年間の全体的な水準がより適応・積極的かよ

り非適応・消極的かの比較結果をまとめた。

表17における「変動パタ」ンの異同」と「適応水準」の異同は，年度毎の変数によって規定され

るとすれば， 52・54年間でのその主変数とは，本章 1---3節で提出した「適応状況変容・同化の要

圃

「わりき

同化をもたらす変数は年度毎

入試制度変容に伴う諸要因の有無と，因と機制」の強弱に他ならず，

り」機制乃至は教養部のモラトリアム性の強弱に他ならない。逆に，
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拡異なる変数ではなく，週一年度的な共通喪国匂なくてはならない。この共通要因について我々は

2・3節において「饗盟XJとして言及し費それに「両イじなる用搬を仮に与えてきた。

ところで期化 assimilationとは一般に「異葉の社会環境に格けこむことJ33)であり「環境の藷髄

面を自己にくみいれ〈内イヒーinωrporation)る遺患であり……幾つかの側面で社会環境に類似する

に査る過程J (Wilson， 1972)を指す記述概念であるc従って〈開化現象即ち，社会・文化環

境あるいは生活空期制域に対する主観的評価が，間一又は類似の水機・内容に向う現象ーーの要閣

〈機制〉として「間仕」概念をとりあげるのは不当である。つまり r開化」概念を説明機意とし

て使用する院は「溶けこみJ rくみいれJ r類似するJに盗る磯信jに言及せねばならない母

もちろん嘗て我々が「開化Jの語を使罵した34)とき， 54年愛生の反応、がその「社会環境」の一部

としての52年震生に「溶けこみ・類似したJ と繋ったのではなく， 52年度生がその社会環境に「溶

けこみ・類鉱Jした 1年間の軌跡と， 54年度生がその社会環境に「溶けこみ・類1J;l.Jした 1年間の

軌勤に漸近慨拘がみられ，この犠向を支えるのが「弘前大学J という組議現実，とりわけ「教養部」

のフォ}マノレ・インフォ}マノレな諸費u冨の通年度的な類鋭性であると考えられた35)。つまち，入試

制度変容という受験「文化Jの変動にもかかわらず，大学生活のフオ川マノレ・インプオ}マノレな環

境の変容は連続的であり，それ故52・54年の学生生活は類似した環境との相互作用として膜陳され

たと考えたのである。

しかしここで問題になっている主観的反応の同化は客観的環境の類忽告のみからはもたらされな

い。学生が，大学組織に包摂されるブォーマノレ・インブォ」マノレな諸費j詰・輯集聞に所麗し，更に

そこに溜底している「学生生活をめぐる諸社会的価値規準Jを内イヒ，同一化する機制を通じて始め

て主観的な反応、の開化が可能になるであろう q しかも，大学期という背年期後期が，家族といった

保護領域を次第に離れ，大学を焼介に所騰するブオ』マノレな所諜斡やサ」ク/レ・寮集部，大学生と

しての交友集団等への準拠を深めていく発達的時期であるとすれば，同化を支える機制として，そ

れらへの準拠による「社会化Jの機構jを仮説するのが妥当である。ここで「社会化Jとは rー矩

人格が所属・準拠する容観的集屈において当該人格が占める地位に応じて期待される役警Ij. 

技能要件が，人格標造内に価値・スキノレとして内化獲得される過租であると男持に，その過積を通

じて当該集団が維持・震関されていく滋程J (豊嶋・滑， 1979)であり，我々の対象者についてい

大学組織に包摂されるフォ」マノレ・インフォ山マノレな鰭集盟・人格への準拠を媒介に成立す

る，大学総体への社会化，長持ち，組織的社会化 organizationalsocializationが，主銭的反誌の全般

的な開化表象を支えていると考えられる。

この準認とは，先に 1鮪で， 54年4月間時点での所震溝足感、好章訟の饗盟として仮説された時来

の所属への空想水準における準拠の探まちとは異なり，現爽水準におけるそれであることは意うま

でもない。同化の要密・機構jとしての準提は 1年聞を通じて接触する教養部の現撲や，入学後次

第に関接的な接触を増していく学部・学科の現実の認知とそれへの準拠(および震強〉であり，大

学を媒介にとりむすぷブオ山マノレ・インフォいマノレな対人関係と，そこに流れる所麗・講義・サ」

クノレ・寮，ひいては地域~家族関保tとまで及ぶ諾評缶~社会的価傭規準への準拠〈および反披〉で

ある。そして，この準拠の総体が逆に，当該の組織環実やインブオ}マノレな「学生文化Jを支え，

- 33 



次年度新入生にとっての客観的社会文化環境を形成し，その結果として，学生文化は通年度鵠な連

続註を護持していくことになる。

以上，本項では，両年度の適応、状況の変動パタ」ン紅みられた全般的な開化現象を指構し，その

要因・機昔話として r開化J概念を趨えて，準縄を嫌介にする社会化の機棋を叙説した。従って，

f生き方・人生指針擁立感J以外の全ての五段階評価項関における年度時差異の荷無と年内変動パ

タ}ンの異同は，入試制度変容を中心とする54年震に与えられた特殊条件と，社会化とによって説

明できることになる母

十 (3) r金き方・人生指針J と進諮展望をめぐって

離項でみたように「生き方・人生指針確立感」の54年における年内変動パタ」ンは，要器Xに社

会化機揃jを代入しても解きえない特異なものであり，これまでの考察からとり残されてきた問題で

ある。

ここで，本意の l節以降拡おける「確立感Jや「進路Jに関する処々の指摘を再括すると，次の

ようになる。 4月時点では， 54年の「人生指針議立感」は52年と開水準であったが， 54年度は，入

(進〉学議会識において専攻・職業志向が強まっておち，それとの関連で54年度において卒後進路が

より確立的な事実と所属満足感の向上とを説明し，次に畠技関与的活動等の検討から， 54年におけ

る教養部のよとラトヲアム化，乃査は「わりきり J現象を謀説したく以上l節)0 7月時点では， 54 

年の「人生指針確立感」は52年に比べ馨しく向上したが，卒後進路確立感は52年とー数し r人生

指針Jの内容が卒後進路といった長期的な内容よりもむしろ「モラトヲアム化J乃さま「わりきり」

や対人的親和に関わるかもしれないと考察した〈以上2節)0 2月時点では r人生指針確立感」

は52年に比べ著しく向上し，それに対して卒後進路確立感の同数がみられるととも広，学部移籍後

への震望として学業への自我関与をあげる者の52年院比べた増大と，インフォ}マノレな活動への積

極性の強まちが観察され，これらを，モラトジアムとしての教養部生活の延長と「わちきりJに関

わると把え，さらに‘ r人生指針」の内容が，インフ政」マノレな領域拡比撃をかけた学生生活の濯

し方に関わると忽脱された〈以上3節λ そして 4節のは)(2)では， 54年の下人生指針擁立感Jに

おいて入学後7丹に翠る崩壊過程がみられず一貫して4月時水準か している事実が指摘され

年内変動パタ}ンのかかる著しい桔異と，開化現象のみられない事実が説明されねばならないとさ

れたのである。

そこで一般に「人生指針Jに関連するであろう卒後進賂展望の年内変動について概観すると，表

団の過ちである36)邑まず52・54年とも記入学後時間が経過するに従って大学説進学展望が崩れてい

くことがわかる 9 それに対して，他カテゴ!J'-では， 52年は同一の分布にとどまち， 54年では，就

職窓望者の減少と未定及び無答者の増大が観察され，しかも，かかる年内変動が4汚から7月にか

けて著しく， 7 Aから 2月は同一分布で移行することが知られる岱ここから，入学時の所講満足感

.ヰ後進路謹泣;感を54年におしあげる l要罰として考えられた職業資格重視者の増大にもかかわら

ず54年7月の所蔵講足感・卒後進路櫨立感の52年への開化がみられた 1要罰が 4月から7月にか

けての卒後進賂麗望崩壊過程であったという叙説が成立するであろう。さらに， 54年匂は「人生指
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表 18. 卒後進路展望の年内変動

:1調(警)回 1N 11大学院|就臓|他|未定|無答
I (4 月月月 566 11 17.1% 1 60.1 0.6 21.4 0.9 
II (7 Jn 394 11 14.5 59.6 0.5 24.9 0.5 
m (2345  . 11 11. 9 61. 7 024.6  1. 7 

2 比 df = 2 11 4.7601 - 1 - 1 - 1 -

x
2 

1 1 1 J : ! 11 - 1 - 1 - 1 - 1 -
較 l!?jz lZ60* 1=| 二|二|二
I (4 月月月 619 11 12.0 73.5 1.3 12.0 1.3 
II (7 A") 417 11 7.4 66.4 1. 0 22.1 3.1 
m (2426  11 6.165.5 1.622.1  4.7 

54 比 df = 2 11 122州 96吋- 124伊 *1 1093*** 
x
2 
1 11 ! : !! 11 5.59* 1 6.02* 1 1 18.92**市 4ぽ

111Eldl 7J=|目、11: 
x2 

pく.10

*く.05

料く.01

***く.005

針」は7月までの間確立過程を辿る背後で「卒後進路」展望は崩壊し， 52年では「卒後進路展望」

が7月に至っても崩壊しにくい背後で「人生指針」は崩壊過程を辿る，という「人生指針」と「卒

後進路展望」の負関連すら窺いうるD

54年度で 4月から 2月にかけて非適応方向への傾斜を苧んでいた領域がその他にあることも我々

は見てきた。それは所属との関係領域である。本節第 1項で指摘したように，特に学部・学科への

満足感について， 54年度は2月時点で満足者の減少と不満者の増大が見られ，また，表16でみたよ

うに， 54年度では「志望ちがい・レベノレダウン」を所属不満の理由としてあげる者が漸減せず，所

属受容過程が進行しにくい事実がある。要するに， これらは，入学時点で専攻への関心をより重視

していた54年度入学者のうち，入学後の学部・学科現実との接触や社会化の進展の中で専攻観を崩

壊させた層が少なからず存在する可能性すらあることを示唆しているo

以上のベた， 54年における卒後進路確立感の崩壊過程・卒後進路の確立感と「人生指針」確立感

との聞の過程としての負の関連，専攻観の 2月時点での崩壊，それにもかかわず「生き方・人生指

主十」の全体としての向上等から，次の二つの推論が許されよう o 第 1は54年においては r生き方

・人生指針」の内容が，卒後の進路ゃあるいは学部移籍後の専攻との関わりといった長期的展望と

の関連やフォ」マノレな領域との関連は薄い，教養部のモラトリアム化や学生生活の私的側面の享受

に関わるもので、はないかという推論であり，それは本章1，2， 3節で指摘した仮説を更に強化す

るものであるo 第2の可能性は54年における SAの全般的向上のかげに，卒後進路展望や専攻観の

崩壊に基く人格非適応の形成されている層が潜在するであろうとの推論であるo そして，本節(1)項

で指摘した「今後の全体的適応予想」の年内変動パタ』ンにおける54年の悪化現象の要因・機制と

して，社会化機制とともに，生活空間構造の「将来」次元におけるかかる崩壊が考えられるかもし

れない。

要するに「生き方・人生指針確立感」の54年における一貫した確立方向への推移という年内変動

バタ」ンの主要因は r人生指針」の内容が，教養部のモラトリアム化や大学生活の私的側面の享
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受，あるいは対人的親和記関わるものであり，それらの犠向が54年において強まっておち，しかも

「生きがい・充実感Jの54年における一貫した高水準での撤移(罷にみるように，相対的に自

殺中接的な私的・インブォ」ザノレな領域での全体的な岳我支持がより強まっていることに求められ

そうである 9

本節では，各領域の適応、状涜の年内変動〈適応、過程〉を概観し r54年度においても多く

の領域で52年と両様の適応過穂を辿るJという当初安説を否定し， 52年と同様の適応、過粧をとった

領械については，その年内変動バタ」ンがー較的なものであるとして考察し，馨しい不一致のみら

れた領域として「転学〈部・科〉志拘J r生き方建人生指針確立感J r今後の全体的適応、予想Jが

残る事を指摘した申

さらに 52・54年度の年内変動バタ山ンをその水準とともに検討する中で金穀的な開化現象を犠

察し，その要菌として前々欝で仮称していた の概念をこえて，大学組織の語韻u留の環実の

と，大学組織を構成するブ汐」マノレ・インブオ}マノレな無関・下位文化への準拠を謀介とする

〈組織的〉社金化機制の概念を提出し，各時期の遣部状況における年度間接異の主要因としての受

験鋭撲変容と，適応、の通年度的な共通要密である社会化との相互規定によって，年内変動パタ山ン

が形成されるととを謀説したむ

最後に，社会化の文脈では説明不能の「生き方欄人生指針Jにおける変動パタ』ンを考察した。

「生き方・人生指針Jの内容として推定された「モラトリアムイヒJや「わりきり」と入試弱

震の変容との関連については不詳であるo

VI 総括

本稿では，今居報告もその一環を聾戒し，昭和田年長より開始されたプロジェクト「大学生の選

応状況と遥紅、過程の基礎的研究Jの全体的倒的を先ず述べ，今回報告が「悶立大学の入試制度改訂

る昭和52年度薪入生と改訂後54年度新入生のヂ}タを比較することを通して，入試制度改ぎ?

に平行した学生の意識変化の宥無を探索するJという本プロジェクトの付開的閥的に対応、すること

を述べた。次にこの間的での分析に際して装用される遥町、婦人格適応、の概念を碍論し，従来明確に

してこなかった指標問題の明確化を試みた。しかし，指標間賠は本プロジェクトの展開通器で関わ

れ考撰されてきた問題であって，現時点における我々の理論的新違点を反映するのに対して，分析

においては，プロジェクト開始時点52年度のヂ‘叩ωタが基準となり，しかも各年震の第1回 (4月〉

調査結果が基準になる事情から，指標問踊は今出捜用するヂ』タに十分N映されていない隈界をも

っ詰また r入試指i度改訂」への反応を直接設問していない鍛界をもつために，入試制度変容の室長

響侃関する帯感は仮説の域にとどまるa

「結果・考鱗Jにおいては， 52・54年衰の我々の対象者について 4・7・2月の各調査時点で

の大学生活における適応状況を諜査部ごとに年度開比較を行ない，各時点での年度間差異の有無に

影響すると飯説された要菌・機制を指摘したc認要因・機制の関連構趨は図 3，5， 8に央々一括
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して圏示してあるo

更に，各領域での適応状況の年内変動，即ち瀧過程のバタ‘叩剛ン差を換討し r52年度でみられ

た遍芯瀧程は全体として一般的な過程であろう Jという譜初仮説を棄却した窃高年度に共通し，拡

っし一服おと思われる遺応、通経としては，講義への「学力簡での適応、感Jと「出j構成Jにおける非

濃路;・消極方向への年内変動 r生き方・人生指針Jにおける 7月時点以誇の確立方向への推移，

教養部ではサ}クル中心・学部では学難中心の展離という自我関与的活動の年内変遷. SA 

的適芯j惑〉の悪化などがあげられたが，その告の多くの領域では.52・54年度の年内変動バターン

に相典がみられた9

この点を精査するために，変動パターンと適応水準の双方をともに検討した結果.54年は全般tと

より適Jo的・積極的水準で出発したにもかかわらず 1年間の学生生活の展開の中で相対的な水準

低イヒが進行し， 52年と同化する経過を辿ることが明らかになったo 54年度が52年よりも適正、・積極

的水準で出発した主要臨として受験鶴震変容の影響を考えることができ，開化の主要問は，大学の

ブオ}マノレ・インブオ〕マ/レfJ:.現興の認知ι大学組織のブオ」マノレ・インブオ」マノレな下位集毘
.文化への準拠とを媒介にする社会化にあると震設された。

適応状況の年度開差異の有無と遺志過棋の年内変動パタ}ンの殻典をここで総括すると次のよう

になる。

54年度においては4月時点で，大学生活を講戒する多くの領撲で52年と比べた適応・横掻方向へ

の変考察がみられたものの 7月・ 2月時点では所震溝足惑を中心に大学のブオ}マノレな偶冨との関

わち拡おける適応・積掻方向の差異は栴失し52年に同化するのに対して，インブオ〕マノレな領域で

の52年に主主ベた適応・積極的方向への変容は維持され，それがこの時点における SAの52年に比べ

た向上を支えていると考類された母また 7月・ 2月時点では，入学当初，より明確であった卒後

進賂畏望が崩れ52年と一致しており 2月時点では学部・学科満足感も「よち不満Jへの慎斜を苧

んでいる。学部移籍後へ畏望としては，学験中心の体制を展望する者が多いが， ブオ‘匂恥蜘網剛剛叩網剛網

との関与意欲は5臼2年より低下しい，逆にインブオ-マ/戸レな領域への関毛与予窓欲が高まつている号

以上の現象を規定すると仮説された饗菌と機制のうち主要なものの全鉢的な関連構造は関14に示

した。なお r生き方・人生指針の確立感JVLV志向化現象がみられず， 54年は一貫して確立方向に

推移しているが，その要因と 「生き方・人生指針Jの内容と考えられるく学生生活の過し

方〉が，教義部のモラトリアム性の進震と，インブオ}マノレな領域で、よち喜我支持されている事1需

とによって3支えられていることに求められた母

今回提出された仮説としての要器・機制の検証は，今後の擬料分事?と事例研究とに挟つ。更に，

大学組織内・外のブオ}マノレ・インフォーマノレな「大学文化Jや「学生文化」を大学生の社会化規

準という観点から解明する作策も必要となろう。なお，今居の分析は，新入生全体を代表するサン

プノレで、はなく r講義への出搾J という規準から選ばれた大学適~者のサンプ/レによることを断っ

ておく。

本械で費用した資料の収集整理はこのプロジェクトの共同研究者3名の共同によるa さらに，調
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査実施段階で弘前大学教育学部の大内五介教授 (52年)，早川三野雄助教授 (54年)，平岡恭一助手

(54年〉のご理解とご協力をえましたo付記して感謝申し上げます。

註

1) txにおける SAの tx現在での規定因については第1報(豊嶋・清・芳野， 1979)， tx +nにおける SA

の tx時点の規定因については第2報(豊嶋・清・芳野， 1980)で報告した。

2) r技術学」乃至は「応用技術学」の定義は， Weber (1917/18)，安倍 (1969)，豊嶋・清 (1978) を参

照されたい。

3) r)l原機能J r逆機能」の用語法における「機能」は，社会学的機能主義の用法として理解されたい。なお

これ以外で本稿が使用する「機能」は，当該単位システムの活動の意に解してかまわない。 この点詳しくは，

Merton (1957)，作田 (1958)，新明 (1960)を参照。

4) rクラス」が名目的にのみ存在し現実には全く機能していない場合がその例である

5) 実は，規準A.Bも含めて，それらによる評定は心理学という思考の文化からみた文化(非〉適応の評

定を意味する。詳しくは清 (1980)参照。

6) 勿論，外在的枠組が内的枠組(生活空間構造枠〉に一致することもありうる。例えば，註 4)で，クラ

スが現実に機能し， クラス枠への正確な認知が対象者に成立している場合などである。しかしアプリオリに一致

するとみるのが錯誤なのである。

7) 我々以外に欲求充足展望を人格適応の指標として主張する論者に Magnussenet al. (1975)がある。

8) 田畑(1978)も，内的な人格適応を「自分自身でもうまくいっていると知覚すること」と定義している。

9) 例えば， Crites ¥ 1969)。

10) 昭和52年度入学者の 1年間の適応過程の詳細は第1報 (1979)で報告した。

11) 昭和52年調査段階では，人格適応の指標①と④は明確に分化していなし、。 また指標①は52年第2回調査

以降追加された。

12) その時点での設問が無意味なものは採用していなし、。例えば4月第 1回調査での「講義の魅力度J r出

席度」など。

13) 基本的な仮説枠組については，第2報 (1980) 1章を参照されたい。

14) 52年度調査の質問紙は，第2報に資料として掲載した。

15) 表4一(1)は全対象者に対する比。不満因記述者中の比でみても， 52年40.5%から 54年25.3% (x2= 

46.76， Pく.001)と減少。

16) 学部ごとにみると，大学院設置学部(理・最・医〉及び人文学部文学科では大学院志望者は52年と同水準

であり，経済学科における大学院志望の減が目立つ。未定者の減と就職志望者の増は各学部共通の現象である。

17) 53年は「かけこみ入学現象J (豊嶋， 1980)を想定できるので注目しなし、。

18) 我々は大学適応者のサンプノレとしての対象者における入試制度変容の影響を探っているのである。

19) 弘前大学では医学部を除き 1年次終了で学部に移籍となる。

20) SA. A群自体激増しているから，全対象者中の度数でみると 7.9%から 14.5%と増大が著しくなる。

(x2=9.94， Pく.005)

21) 54年度から追加された項目である。

22) 52年度2月時調査は理学部を中心とする 1クラスに実施できなかったために，対象者は小さい。各年度

毎に心理学講義のクラス編成基準が異なり， しかも学部指定制をとるものの指定はかなり緩やかなため， 52・54

年間の厳密な等質化は不可能である。しかし， 54年の結果は理学部を除いても52年との年度間差の有無，及び，

5生年一年間の適応状況の推移は，理学部を含む結果と同一であるので， ここでは，両年度とも全対象者による比

較を行なっている。

23) 52年2月調査から採用された項目。

24) もちろん，例えば7月から 2月の聞に，前期試験とそれに基くフォーマノレな裁定(合・否〉が学生に体
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験されるよ予に年Z室内では次鯨に露呈度は高まっていく。

25) B=f (P . E) =f (P・Eの認知)=fl/ (Life Space)による。

26)密我関与的活動の「学業Jとは， 哨フォ」マノレな組織的地位 organizationalstatus .こ~じた役割期待M

に対~ずる活動 r:開燕の準備」とは明将来その捻畿を占めると期待される組織内外の地註に花、じた役割期持H

に対応する活動， として規定している。鰐えば r心理学の勉強Jが記述されている場合，教育学部中学校教員

饗成課程心理学専攻の学生にあっては「持来の準備J，強奪事技・他学部の学生にあっては r学業Jに分類される。

しかし，心理学専攻の学生が学部移籍後の自我関与的活動議惑として「心理学Jを記述した場合，それは学嫌に

分類された。

2:1) r自我鑓与的活動Jの識は， 全て第1瀬位・「く最も〉カを入れたくすこい〉活動Jによる。

28) 誌12)参照。

29) 厳密には r適応、過謹む所産」である。我々の趨拡過程概念は第1報 (1979)捗照。

30) r総楕的 T非適~JJI惑の理由J は 52年 4 丹調査では自由記述を求め，それに議患者52年 7 月鯛資は 6 選

訳肢による多技選択 2月時には8選択肢による多肢選択である。従って，統計的な年内比較はできない。

31) 結江 (1973)参照。

32) r生きがい・充実感j とSAの相関係数は，4.........6に適する。

33) 北村編 (1978)による。

34) 文献 23・(2)(芳野・豊嶋〉を移籍されたい。

35) 例えば，文献27・(1)(豊鳴・芳野〉。

36) 註22に述べた事'滑か札褒18では52・5伴ともに寝学部を全て除外してあるので対象者は小さい。
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